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香
・
美
・
人

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

　

高
知
県
生
ま
れ
の
洋
画
家
・

桑
尾
寿
秋
さ
ん
の
展
覧
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

桑
尾
さ
ん
は
、
１
９
１
７
年

に
高
知
市
に
生
ま
れ
、
幼
少
の

頃
か
ら
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
抱

え
て
一
日
中
絵
を
描
い
て
い
た

そ
う
で
す
。

　

１
９
３
９
年
に
日
本
美
術
学

校
を
卒
業
し
た
後
、
画
材
を
求

め
て
世
界
各
地
を
訪
ね
て
回
り

な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
色
彩
表

現
を
追
求
し
ま
し
た
。
'60
年
よ

り
創
元
会
に
出
品
を
続
け
、
'79

年
に
は
同
会
運
営
委
員
、
審
査

員
と
な
り
、
'81
年
に
は
フ
ラ
ン

ス
美
術
賞
国
際
展
に
入
選
。
以

降
、
推
薦
・
招
待
出
品
を
重
ね

ま
す
。

　

同
年
に
は
、
高
知
県
展
洋
画

部
門
無
鑑
査
、
'85
年
に
は
日
本

国
際
美
術
家
協
会
会
員
に
推
挙

さ
れ
る
な
ど
、
２
０
０
１
年
に

84
歳
で
亡
く
な
ら
れ
る
ま
で
、

精
力
的
に
芸
術
活
動
に
励
ん
で

い
ま
し
た
。

　

写
真
の
作
品
『
ラ
ン
プ
の
あ

る
静
物
』
は
、
落
ち
着
い
た
深

い
緑
に
、
ほ
ん
の
り
と
明
る
い

ラ
ン
プ
の
色
彩
が
映
え
、
静
け

さ
の
中
に
も
、
人
間
味
あ
ふ
れ

る
温
か
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
静
物
画

の
他
に
も
、
外
国
や
日
本
の
風

景
画
、
不
思
議
な
人
の
形
を
し

た
も
の
や
、
記
号
が
並
ん
で
い

る
よ
う
な
抽
象
画
な
ど
、
１
人

の
画
家
が
描
い
た
と
は
思
え
な

い
ほ
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
で

そ
の
世
界
を
広
げ
続
け
て
い
ま

し
た
。

　

桑
尾
さ
ん
は
、
「
私
は
常
に

今
生
ま
れ
た
。
こ
こ
か
ら
第
一

歩
が
は
じ
ま
る
と
思
っ
て
い

る
。
だ
か
ら
結
果
は
考
え
ず
、

と
に
か
く
自
分
の
心
を
表
現
す

る
よ
う
努
め
て
い
る
」
と
話
し

て
お
り
、
そ
の
言
葉
ど
お
り
、

そ
の
時
そ
の
時
の
自
分
の
心
を

素
直
に
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
壁
に
ぶ
つ
か
り

な
が
ら
、
常
に
変
化

を
続
け
て
き
た
桑
尾

さ
ん
の
絵
の
鮮
や
か

な
色
彩
か
ら
は
、
静

か
な
情
熱
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、

多
く
の
方
々
に
ご
覧

頂
き
た
い
展
覧
会
で

す
。
皆
さ
ま
の
ご
来

館
を
心
よ
り
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

（
学
芸
員
・
石
見
陽
奈
）

　

東
京
在
住
な
が
ら
、
自
身
の

パ
ソ
コ
ン
に
高
知
の
天
気
や
気

温
、
行
事
が
表
示
さ
れ
る
よ
う

に
セ
ッ
ト
し
て
い
る
と
い
う
倉

橋
さ
ん
。
年
を
重
ね
る
ご
と
に

故
郷
香
美
市
へ
の
思
い
が
強
く

な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

故
郷
土
佐
山
田
町
で
の
思
い
出

を
お
聞
き
し
ま
し
た

　

夏
は
物
部
川
で
よ
く
遊
び
ま

し
た
。
季
節
折
々
の
自
然
の
風

情
を
感
じ
た
も
の
で
す
。
今
は
、

川
遊
び
を
す
る
子
ど
も
も
少
な

く
な
り
ま
し
た
が
、
自
然
の
中

で
情
感
を
育
て
る
こ
と
が
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。
鮎
漁
の
解
禁

日
に
は
早
朝
か
ら
父
と
物
部
川

へ
。
６
時
に
合
図
の
空
砲
が
鳴

り
、
一
斉
に
竿
が
川
面
に
並
ぶ

光
景
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
当

時
、
子
ど
も
の
遊
び
と
い
え
ば
、

ゴ
リ
・
手
長
エ
ビ
・
ウ
ナ
ギ
な

ど
の
魚
を
捕
る
こ
と
で
し
た
。

夏
休
み
が
来
る
と
、
今
日
は
北

の
土
生
川
へ
、
明
日
は
物
部
川

へ
、
と
い
っ
た
感
じ
で
し
た
。

装
丁
（
本
の
カ
バ
ー
の
デ
ザ
イ

ン
）
に
つ
い
て
ー

　

装
丁
の
世
界
で
44
年
。
最
初

の
20
年
間
は
装
丁
家
と
し
て
立

つ
た
め
の
戦
い
の
日
々
で
し
た
。

有
名
小
説
家
で
あ
る
姉
の
力
を

借
り
ず
活
躍
し
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
、
姉
の
本
の
装
丁
・
装

画
は
意
図
的
に
行
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

装
丁
だ
け
で
生
計
を
立
て
て

い
る
人
は
ま
れ
で
す
。

　

小
説
と
異
な
り
、
装
丁
に
は

印
税
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
い

く
ら
本
が
売
れ
て
も
、
関
係
あ

り
ま
せ
ん
。

　

装
丁
は
小
説
の
ゲ
ラ
を
読
ん

で
か
ら
構
想
を
練
り
ま
す
。
小

説
の
内
容
と
か
け
離
れ
て
い
て

は
い
け
な
い
か
ら
で
す
。
こ
の

世
界
で
は
個
性
が
な
い
と
生
き

残
れ
ま
せ
ん
。
私
の
作
品
の
特

徴
は
、
背
景
に
凸
凹
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
で
、
こ

の
年
齢
で
も
や
っ
て
い
け
て
い

る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　
絵
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
ー

　

私
が
絵
を
描
き
始
め
た
き
っ

か
け
は
、
兄
に
誘
わ
れ
た
の
が

始
ま
り
で
、
兄
弟
で
よ
く
ス
ケ

ッ
チ
に
行
き
ま
し
た
。
兄
は
私

香
美
市
立
美
術
館

ア
ー
ト
の
窓

ア
ー
ト
の
窓

桑尾寿秋展
－色彩のロマンチシズム－
９月１４日（土）～１０月２０日（日）

吉
井
勇
顕
彰
短
歌
大
会
作
品
募
集

よ
り
上
手
で
、
何
と
か
真
似
よ

う
と
頑
張
り
ま
し
た
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

私
が
大
学
受
験
に
失
敗
し
た

と
き
、
私
に
確
認
も
せ
ず
に
、

美
術
短
大
の
受
験
手
続
を
父
が

済
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
当
時
は

「
兄
の
方
が
上
手
な
の
に
」
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
、

自
分
の
才
能
を
感
知
し
て
く
れ

た
父
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

倉
橋
さ
ん
に
は
、
目
標
と
し

て
い
る
現
役
の
高
齢
者
の
方
が

お
り
、
そ
の
一
人
は
香
美
市
香

北
町
出
身
の
や
な
せ
た
か
し
さ

ん
。
あ
と
10
年
は
現
役
で
描
き

続
け
た
い
そ
う
で
す
。

２７２７
倉
橋 

三
郎
さ
ん

装
画
・
装
丁
家

くらはし・さぶろう

装画・装丁家。香美市土佐

山田町東本町出身。高知高

校から大阪芸術短大、阿佐

ヶ谷美術専門学校を卒業。

新聞社勤務を経て装画・装

丁家に。姉は小説家倉橋由

美子。著名作家の小説を含め

３，６００冊以上を手掛けて

いる。東京都在住。７２歳。

香
・
美
・
人

装画・卯の花

絵画・
野ぶど

う

あ
ゆ

さ
お

は  

ぶ

そ
う
て
い

　

来
年
３
月
８
日
（
土
）
に
開

催
さ
れ
る
第
11
回
吉
井
勇
顕
彰

短
歌
大
会
の
作
品
を
募
集
し
ま

す
。
本
大
会
は
、
勇
の
業
績
顕

彰
を
目
的
と
し
て
彼
の
再
起
の

地
で
あ
る
香
北
町
猪
野
々
で
、

開
催
し
て
い
ま
す
。

■
作
品
募
集
要
項

【
作
品
】
１
人
２
首
ま
で
。
自

作
・
未
発
表
の
も
の
で
主
題
は

自
由
。
応
募
用
紙
ま
た
は
原
稿

用
紙
に
、
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
性
別
・
電
話
番
号
・
大
会

当
日
の
出
欠
・
送
迎
バ
ス
利
用

の
有
無
を
明
記
し
て
く
だ
さ

い
。
学
生
の
場
合
は
学
校
名
、

学
年
も
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

【
出
詠
料
】
２
首
で
千
円
。
出

詠
料
が
１
首
で
も
千
円
と
な
り

ま
す
。
学
生
の
部
（
高
校
生
以

下
）
は
無
料
。
定
額
小
為
替
ま

た
は
現
金
書
留
に
て
、
投
稿
時

に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

【
締
切
日
】

12
月
20
日
（
金
）
必
着

【
選
者
】
▽
玉
井
清
弘
（
Ｎ
Ｈ

Ｋ
学
園
短
歌
講
座
「
友
の
会
」

選
者
・
「
音
」
選
者
）
▽
井
上

佳
香
（
高
知
新
聞
歌
壇
選
者
）

【
賞
】
一
般
の
部
・
学
生
の
部

ご
と
に
各
賞
を
選
出
し
ま
す
。

吉
井
勇
大
賞
（
１
首
）
・
吉
井

勇
賞
（
１
首
）
・
特
別
賞
（
２

首
）
・
佳
作
（
若
干
首
）

【
入
賞
発
表
】
入
賞
者
へ
２
月

下
旬
に
連
絡
し
ま
す
。

【
送
迎
バ
ス
】※

要
予
約

香
美
市
役
所
本
庁
舎
よ
り
、
市

役
所
香
北
支
所
前
経
由
。

行
き　

12
時
発

（
香
北
支
所
前
12
時
20
分
）

帰
り　

15
時
40
分
発

【
注
意
事
項
】

・
受
付
後
の
作
品
の
取
替
え
、

   

訂
正
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

・
作
品
の
著
作
権
等
一
切
の
権

　

利
を
主
催
者
が
有
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

市
立
吉
井
勇
記
念
館　

吉
井
勇

顕
彰
短
歌
大
会　

歌
会
係

〒
781－

４
２
４
７　

香
美
市
香
北
町
猪
野
々
５
１
４

☎
58・

２
２
２
０

　

57・

５
９
９
５

ＦＡＸ

TOSHIAKI　KUWAO

▲ランプのある静物


